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ロシアで市 民という語が使われるようになるのほ17世紀後半のことである.この

時代を代表する知識人エス･ポT2ツキー(1629-1680)ほ,理性的にかつ誠実に｢この世

で市民となる+能力を植えつけることを説いたが1),この｢市民となる+ということは,
ボ〆'/5(イコこ

自己の利害を捨てて,祖国と君主に奉仕する臣民となることを意味した.この考え方が

ピョ-トルー世(-大帝 在位1687-1725)の時代にそのまま持ち込まれていった｡ピョ

-トルは,ロシアの後進性の克服のために,君主も含め国民すべてが国家の奉仕者となり,
｢国家的利益+ ｢全体的福祉+をすべてに優先させることを或め,貴族階層に国家勤務,農

民階層に納税,等を義務づ軌 自らその先頭に立った.ロシアの知識人たちは,ピョ-ト

ルを君主のモデルとして｢国家的利益+ ｢全体的福祉+に奉仕する臣民-市民となること

を呼びかけ,奉仕を怠り私的利益に奔走する貴族階層を批判した｡訊刺作家ア･カンテミ

ール(1708-1744)紘,
｢貴族のアダムは生れなかった+のであり,古代でほみな｢普通

わ農民+にすぎなかった2)として,訊刺詩の中で貴族階層の浅薄な知乱 私利私欲,尊大,
チ生Pヴエ,-タータラジム〆且･/ オブシテJLストヴzzl呈g

倣慢,褒廃的生活を非難し,彼ら紅｢人 間一市 民+として自覚し｢社会活動家+とな

る3)ことを求めたo ここでも市民ほ,個人的利害ではなく社会的利害に立ち,祖国に奉仕

する人間である｡このような考え方は,上から下まですべての国民が国家の奉仕者であっ

て,各人各階層が市民ー臣民としてその役割分担をそれなりに遂行することに国家の繁栄
バトt)オ･･-ト スイソ オチコi-

と安定の基礎があるとする合理主義的世界観に立っている｡市民ほ｢愛国者+や｢祖国の
チよ乙ス[ヴア

息子+とも同じ意味であった｡従って奉仕者としての自覚を欠き,責務を回避する貴族

がつねに批判の対象となった｡

しかし, 1762年にピョ-トル三世(在位1762.1-6)によって｢貴族の自由に関する布

質+が発布され,貴族階層が国家への奉仕義務から解放された｡ここにおいて市民一事任

老としての臣民-が二つの意味を持つようになっていく.すなわち,国家にたいして忠良
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なる臣民としての市民と自由な人間としての市民である｡いまや徒食者となった貴族階層

紘,奉仕を怠る者としての批判の対象ではなく,農奴を非人道的に処する虐待著としての

批判の対象となった｡

夫ピョ-いレ三世に代って即位した-カテリーナニ世(在位1762-1796)紘,啓蒙君主

として治世の最初の10年間自由主義者を装い,フランスの啓蒙思想家たちとのいわゆる火

遊びの時代に,ロシアの貴族を中心にロック,ルソー,有料全書-ディドロ,ダランベー

ル,ヴォルテール,エルグェシウス,グリム,バセド-,等の著作が読まれ,これらはロ

シア人に｢思考することを教え+た4).とりわけヴォルテールが好んで読まれ,ヴォルテー

ル主義者といわれる人々が形成された. -カテリーナ自身もヨーロッパの啓蒙思想家の著

作に親しみ,ヴォルテール,ディドp,グリムと文通を重ねた5)a

ユカテリーナほ,ロシアの貴族や僧侶をはじめとする国民の無知,無教養,外国文化の

盲目的崇拝や模倣を批判し,自らロシアの啓蒙教化にのり出したo即位の直後に彼女は,

側近の一人イ･ヴェツコイ(1704-1779)と科学アカデミーの歴史学者ゲ･ミレル(1708

-1783)のそれぞれに全般的教育改革の草案の作成を命じた6)｡またヴェツコイの提案を
基に, 1764年にモスクワ養育院,スモーリヌィイ女子寄宿学校, 1772年にもモスクワ商業

学校を設立した｡そして1765年に国内に農業の有益な知識や技術の普及と経済生活り改善

を目的とした自由経済協会を設立し, 1767年には新法典編纂委員会7)を召集するとともに

新法典ほ法律の下で国内を理性と正義で支配するという政治的理念をうたった『訓令』8)杏

著わした.さらに1769年に｢この国の無知と後進性を打破する手段+9)として社会の気風
フツヤーカヤ･フシヤ･-チナ

の矯正･教化のための訊刺雑誌『一 切 合 切』の発行を発案し,自らも執筆し,せた

1772年から喜劇『あゝ時よ』 『ヴァルチャルキナ夫人』など紛30種の喜劇や歌劇を著わし

｢t2シア演劇の教師+を自称した.

-カテリーナほ,覚え書きに｢神ほ私を導いたこの国で私がその幸福をひたすら願って

いることを見ておわします｡この国の栄光ほ私の栄光です｡ -･･-あらゆる人々を幸福にす

ること,それを全体の目的にしたい.自由-これこ∵そが一切の魂であり,それがなければ

すべてのものは死と化してしま.う｡
--･自由はすべてのものを活気づける｡ ･･･-･人間を奴

隷にすることほ,キリストの教えと正義に反するもあです.人間ほすべて自由なるものと

して生まれてくるのです｡奴隷制度は害をもたらすだけです｡奴隷制紘,産業を,芸術を,

科学を損ってしまいます+10)と書き,また『訓令』の中計こほ, ｢すべての市民の平等は,す

べての暑が同一の法律の適用を受けるということにある.言葉ほ決して犯罪とされること

はない｡信仰の禁止や制限は,市民の安寧と平穏にとって甚だ有害な悪徳である｡自分の

見解を自由に語ることができないのは国家における大きな不幸である｡+ (第5粂34項),

｢自由とは法が許すものすべてを為す権利である｡ -･-･それは各人が為したいと欲するこ

とを為すことができ,為したくないことを為すよう強制されないということにある+ (5

粂37項)ll), ｢人々に法をおそれ,法以外にほたとえ誰にたいしても恐れさせないようにせ

よ｡諸君は犯罪の予防を望むなら,人々のあいだに教育を普及させよ｡人々を向上させる

最も確実な,しかし最も困難な方法は,人々の教育を完全なものとすることである+ (10

粂244項)12)と人間の自由,法の前の平等を高らかにうたった｡これらははとんどモソテス
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キュ-やヴォルテールなどからの借り物であったが,当初は,例えば,農奴に自由を与え

ることが必要で,もし与えなければ｢彼らほ遅かれ早かれ,われわれの意志に抗して自身

でそれを獲得するであろう+13)と書いたといわれるように,人間の自由･平等についてあ

る程度具体的に考えていたと思われる｡

しかしながら,それはあくまで-カテ1) -ナ個人の頭の中においてであった｡彼女は理

想主義者ではなく,現実主義者であった｡現実のロシアほ農奴御を基盤とした貴族支配の

社会であり,それを拠り所にした専御国家であることを彼女は十分に認識していた.彼女

の理念ほ彼女の個人の中に留められ14),その具体的政策ほ専御国家体制の維持強化であっ

て,個人の自由は現実の社会秩序を乱さないかぎりにおいて寛容された｡ 『訓令』ほ新法

典編纂委員会で読み上げられたが,世間に公表されなかったし,委員会自体も貴族層と商

人層との利害の対立をはじめ身分や職業の違いから議論は紛叫を重ね,何の結論も出さな

いまま解散してしまったo とはいえ,フランスの啓蒙思想をほじめヨーロッパの新しい知

識や思想がロシアに広がり, ｢無為のうちに萎えしぼんでまどろんでいる精神を蘇らせ,

取り込んでいた思想に活を入れるために上層士族層は異国の文学に広く行きわたっていた

大胆で刺激的理念を貴欲に借用し始+め15),また法典編纂委員会の議論は官吏の腐敗,､農

奴の非惨な生活実態や貴族地主の農奴-の迫害等を浮きぼりにし, ′ロシアの知識人たちの

現実社会-の認識を高めていった｡

さて,春稿は, -カテ1)-ナ二世治世下のロシアを代表する啓蒙活動家-ヌ･ノヴィコ

フ(1744-1818)の啓蒙教育活動と教育論を論じたものである｡ノヴィコフは,新法典編

纂委員会に書記として勤務し,委員会の解散後は退役し16),出版活動に入り,訊刺雑誌
ト)I,-テ1/

『雄蜂』(1769-70)を皮切りに次々に弟誌を発行してそれらの中でロシアの現実社会を潮

笑し批判するとともに,翻訳書や教科書など各種の書籍の出版活動を通じ また国民学校

の設立(1777),教員セミナリーの開設(1779),学術友好協会の設置などを通じて啓蒙･

教育活動を広く展開し,遂にほ-カテ1) -ナ二世の不興をこうむり国事犯として逮靖･投
殊された(1792)｡まさにエカテリーナ時代の申し子であった｡ノヴィコフは,ロシアの

現実社会の諸矛盾を暴き出すとともに,人間の自由と善なる生活を求め続けていったo -

カテリーナほ,国民の教化や教育事業のイニシアチヴを国家が振り,国家のための市民-

臣民を育成しようとしたが,それに抗するようにノヴィコフは個人の善意による民間の手
オブシチュス71ヴオ

で,社 会のイニシアチヴで市民一人間の育成を求めていった.

ヨーロッパの啓蒙思想の影響を強く受けた貴族たちは,迷信や無知や誤った教育が｢社

会の一切の不幸+をもたらしてきたのであるとして,教育の普及と正しい教育に社会改善

の道を溌め,教育を｢万能薬+とみなした1ア)｡その典型がイ･ヴニッコイであった｡ヴニ

ッコイは, 『両性の若者の教育に関する全般的御慶』において, ｢一切の悪と善-教育+

であり,社会を善に導くための｢唯一の手段+紘, ｢まず教育の手段によって,新しい部類

の人間,新しい父親をつくり出すこと+であり,そうすれば彼らは｢自分が受けたのと同
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-の真のそして確固たる教育を自分の子どもたちの心に正しく吹き込む,そしてそれが世
代から世代へと何世紀にもわたって繰り返えされていくであろう+と主哀し, ｢教育施設+

に5-6才の男女の子どもを18-20才まで収容し,社会の諸悪の影響を受けないように実

社会から隔離し,子どもたちほ｢外出することなく+良い教育環境の中で育てられなけれ

ばならないとした18).後はまた,現実の身分社会と農奴御を是認した上で,貴族,商人,

そしてそれ以外の｢卑しい素生+の人間のそれぞれが,その身分に相応しく人間として教

育され必要な知識や技術を身につけていくことを求めたが,彼の教育観はルソーとロック

を借りたもので-見ヒューマニズム的であって,それが-カテリーナに行き過ぎの教育観

と映り,彼女の傍から遠ざけられた｡

エカテリーナほ, ｢新しい教育によって,私たちに新しい生活をもたらし,新しい種類

の臣民をつくり出すこと+を期待して, ｢教育一切が健全なる身体と善への知的儀向をつ

くり出す+と考え,とりわけ｢いんぎんと相応の本分+に重きを置き,道徳教育ほ｢1)

善良, 2)いんぎん, 3)善行, 4)知識+の4つのことがらを合わせ持たなけれぱならな

いと語った1,)0 『訓令』の教育について(第14章)においても｢市民ほ子どもたちに定め

られた法-の敬意を育て,祖国の政府への畏敬の念を植えつけること+に努めなければな

らない20)としている｡ -カテリーナにとって,教育は個人のためではなく国家のためでな

けれぱならず,従って教育は国家によって組織的計画的紅推し進められなければならない｡

｢市民的共同生活に準備する+ために｢道徳的感情を練磨することに集中しなければならな

い,この事業を国家自身の手に撞らなければならない+21)のであると主張する.ユカテリ

ーナは,ピョ-トル大帝を模範として,国家が国民教化のイニシアチヴをとるため自らそ

の事業の先頭に立った｡そして彼女自身ヴォルテール主義者といわれるように｢理性と寛

容+の精神を示そうとした｡

1769年1月に『一切合切』誌が-カテリーナの側近ゲ･コジツキーの手で週刊誌として

発行された.その企画･編集には女帝自らが参画し,それは｢-イカラや自堕落な人間,

守銭奴や浪費家,偽善者や物知らず+などについて,彼らの悪徳を人間誰しもが秘めてい

る｢弱さ+としてとりあげ, ｢倣笑みの心で+訊刺し,諭してやることを目的とした22)｡

彼女の認識には,現実の種々問題や欠陥ほ彼女の即位以前の治世によってもたらされたち

ので｢今日,これらの欠陥から解放されている+という自負があり23),彼女は, ｢理性と

寛容+によって人間に内在する｢弱さ+を克服して,人間を社会悪から解放することが急

がれなければならないとした｡
イ ト

『一切合切』が発行された-ケ月後にほ個人の手になる訊刺誌が次々と世に出た. 『あれ
イ セ ト セ ボ レ-ズノ エスプ ロ ヤート ス イ ム ポジヨーニシチナ スメ-シ

とこれ』 『あれでもないこれでもない』 『楽しみながら為になるもの』 『日雇仕事』『雑録』
T ツ カ ヤポ

ーチタ

『精霊の郵便局』そして5月に出されたノゲィコフの『雄蜂』である0

ノヴィコフを『雄蜂』の出版にかり立てたのは農民問題であった｡新法典編纂委員会で

書記官として農民問題についての議論を記録し,傍聴したことが,彼に農民問題こそ焦眉

の社会問題との認識を強くし,それは世間で取り上げられなければならない問題であると

の思いが彼を出版事業への道を選ばせた｡彼は,啓蒙君主として-カテリーナを崇拝し,

『一切合切』に彼の期待をこめたo 4月に出された『一切合切』で初めて農民問題-地主の
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農奴や僕掛こたいする体刑-について取り上げられ･農奴や僕碑-の同情を示した人道的
たみ

態度が表明されたが, ｢しかし,誰が民を庇護できようか?できるのほ心が彼らの苦痛
しも一ヾ

に同情することだけであるoおゝ慈しみ深き神よ.′ 卒なたの下僕たちの心に人類愛を吹

き込みたまえ.′+と,農奴の問題はその所有者-貴族･地主-の個人的問題で干渉すべき

問題でほなく,所有者の慈悲の心を待たねばならないとした24'o期待を裏切られたノヴィ

つフは,いわばそれにたいする批判として『雄蜂』を出版したのであった｡

『雄蜂』の慶には, ｢彼らは働いている,その一方で諸君ほ彼らの労働を貴り食ってい

る+25,という貴族一地主を批判した文が善かれ, 『雄蜂』という語もロシア話で｢怠け者+

｢寄食者+という意味も含んでいるoノヴィコフは,官庁,裁判所や軍隊のいたるところ

で収賄や私消などの不正が横行し,村でほ公然とのさばる地主が支配し,農民を虐待して

いることをひとつひとつ暴き出していった. 『雄蜂』ほ創刊からエカテリーナを債供させ

たo 『一切合切』は『雄蜂』の裁判所での収賄の横行を訊刺した文26'を取り上坑ノヴィ

コフに反論した｡ある特定の身分や職業について非難するのは説刺とほ呼べず,訊刺は

｢善なる心を持ち,人類を愛する+ものとならなければならず,人類愛があれば訊刺は｢寛

容+なものとなる｡ ｢寛容+でありしえすれば･ロシアには｢罪悪+というものが存在し

ているのではなく,ただ｢人間すべてに共通する弱さ+が存在しているにすぎず,
｢罪悪

の弱さ+でなく｢不完全からの弱さ+があるだけで･ ｢理性ある人々ほ,唯一神のみが完

全であることを認識しなければならない+ということが理解できるoそして｢1)弱さを

罪悪と呼ばないこと, 2)どんな場合にも人類愛を侠つこと, 3)完全なる人間を見い出せ

ると考えないこと, 4)我々に温良と寛容の精神を与えてくれるよう神に祈ること+を訊

刺の心得とするよう求めた27'.このような見解にたいして･ノヴォコフも直ちに反論した｡

彼は, ｢恭慣なるあなたの下僕プラヴドゥ1)ユーポフ(註･真理を愛する老の意味)+の匿

名で, ｢多くの人々は,良心の弱さに罪悪の名をあげたり,それに人類愛を付加したりす

ることほ決してないo人々ほ人間にとって弱さはつきものであり,弱さは人塀愛で包み込

んでしまわなければならないというoそこで彼らは罪悪にたいして人類愛という布から外

套を縫い上げた.しかしこのような人々の人類愛は罪悪愛と名づけるはうがふさわしいo

私の意見では,罪悪にたいLて寛容を以て対する人間,あるいは(pシア語で言えば)大

日紅みる人間よりも,罪悪を正そうとする人間の掩うがほるかに人間を愛しているのであ

る+と収賄のよ.うな罪悪にたいして寛容であることの方が誤りであると書き･その上で罪

悪と弱さとを分けて考えること自体がおかしいとして｢金銭を愛することも弱さである｡

それゆえに弱い人間にほ収賄も強盗して金を貯えることも許し得ることになるo ･･････要す

るに私ほ弱さの中にも,罪悪の中にも善を見ることはないし,ましてやそれらの相違も見

ないのである｡弱さと罪悪とは,私の見解では,まったく同じものであり,法を被ること

-これが別のものなのである+と主張した28'oこの見解にたいして『一切合切』誌は,
プラグドゥリュ-ポフ氏は, ｢すべてをその上とことんまで笛打つことを望んでいると考

えざるをえない+29'と非難した.これを受けてノヴィコフも次のように切り返した.
『一切

合切夫人は,我々をこ激怒し,我々の倫理的考察を罵署確言と呼んでいるoしかし,今や･

彼女は我々が考えていたよりもずっと罪が小さいということが明らかであるo彼女の一切
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の罪は･ロシア語で考えを述べることができず,またロシア語の文書を精確に理解できな

いということにある｡しかもこれらの罪ほ我々の多くの作家にもよくあることである+SOD

とoノヴィコフは, -カテリーナがロシア語を十分できないことが彼女にロシアの現実を

正しく認識させてい準いのであって,そこに混乱の原因があることを指摘し,また同時旺

ロシア語を話そうとせず,フランスにかぶれている貴族や彼らに追従する作家たちを批判
したo 『一切合切』と『雄蜂』との論争でノゲィコフを支持したのが『弟録』託と『精霊

の郵便局』31'であった｡この後ノゲィコフは,匿名をプラヴダリュ-ポフからテストセル

ドフ(註･正直の意味)に変えたがその暴露的論調は変らなかった｡ 『一切合切』誌ほノヴ

イコフへの批判をやめたが, 『雄蜂』誌出版-の圧力は強まっていった. 『一切合切』誌ほ,

当初1,692部を発行したがその後は減少し,最後の6号はいずれも600部しか印刷されなか

つたのにたいして, 『雄蜂』誌は最初626部であったが1769年の末には1,240部に増加して

おり, -カテリーナにとって危険視すべき存在となった(他の雑誌は500-600部でいずれ

も1年間継続できなかった)32'. 1770年に入ると『一切合切』誌ほ『一切合切の仲買』と

名を変え･もっぱら翻訳にあたった｡ 『雄蜂』誌はこの年の4月まで存続したがその後廃

刊を余儀なくされた｡
7Iスト } P ヤ

1770年6月に『おしゃべり』という雑誌がフォン･フォカという人物で出版されたが実

はノヴィコフによるものであった｡それには『雄蜂』誌に載ったもののいくつかが再掲さ

れたはか, ｢批判的性格の作品だけでなく,積極的性格の作品も+掲載されれ｡ノヴィコ

フは, ｢さながら,自分の読者に一連の否定的人物と対時させて,同時に積極的ヒーロー

のモデルを与えよう+とした33'.そのひとつが小説『歴史的出来事』で,それは教養ある

貴族で,自分の階層の模範的人物-ドプpセルド(読.善良の意味)の教育について措い

たものである.ドブロセルドの父ほ, ｢彼の生れながらの才能を学問によって銃利にし,

教育によって一層豊かにする+ことに努めたo彼の教師は｢理性,学問,立派な品行で知

られた+ロシア人であった｡彼ほ3カ国語を学び, ｢スラグの著者の作品を読み,理性を

みがきそして記憶を飾って,彼は物事について真の理解+を得た.また論理学,物理,敬

学,歴史と地理も学び, ｢我々の祖先の為してきたことも簡潔に知っ+た｡それから父ほ

彼を勤務の舞台一軍隊に向けた34'｡おおよそこのような話であるが,この人間は,ピョ-

トル以来のあるべき貴族のモデルであったが,奉仕者として自覚を失い,外国の文化に拝

脆し,閑暇をもてあそび寄食者に堕した貴族にたいする･訊刺にはかならなかった｡

この時期にロシアの演劇は発展を見せ,フォンヴィジンの名を一躍高めた訊刺喜劇『旋

団長』などが発表されたが, -カテリーナ自身も筆をとり演劇熱を一段と高めた.
ノヴィコフほ, 1772年に-カテリーナの匿名の訊刺喜劇『おゝ時よ.′』の発表をまって,

ジグオピーセツ

『画 家』誌を出版した｡それは, 『おゝ時よ.′』の文章に筆を加えたり,彼女の文才を持

ち上げたりして,彼女の我利の精神に追従しているよう装った.その創刊号では, ｢我々

の悪徳,根深い悪い習慣,濫用そして我々の放蕩的ふるまいを公正な限で見つめよ｡諸君

は我々の噺笑の対象となっている人々の群を見つけ出し,そして諸君は幸いにもそれほど

自由な野原が残っているかを見つけよo自分の心から一切の偏頗を根絶せよ,公正であれo

背徳的人間ほどんな自分であれ等しく軽蔑せよ+35'と書いている｡しかし,ノヴィコフほ
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暴露的風刺をやめなかった｡彼は『べズラスス-ド-の処方筆』で地主の非道ぶりを暴き

出した(註 べズラススードはその地主の名で･無分別を意味している)36'.そして農奴

制にこそ社会悪の根源があることを明らかにしようとした作品を代表するのが『イ･テ･

某氏の旋行記の断片』で,イ･テ･某氏から彼が各地の村で見聞した農民の悲惨な生活･

崩壊寸前の村の状態を記録した日記を依療されて掲載したとしているが彼自身が書いたと

いわれる｡ ｢この族の≡日間で賞讃に値いするものを何ひとつどこ-行っても見い出すこ

とができなかった｡貧乏と奴隷がどこ-行っても農民の姿として私の前に現われたo耕や

されてい･ない畑地,実がろくに入っていない作物は,これらの場所の地主たちが農民にど

んな仕打ちをしているかを私にはっきりと語ってくれたo -･-私ほどの村-行っても農民

たちの貧困の理由を開かずにはおられなかったo -･-･まったく悲しむべきことに,いつも

ゎかったことほ彼らめ主人自体にその責任があるということであった+,村は零落し･家

も通りも｢貧困と不潔+そのもので,はりこと汚臭に息がつまりそうであった｡農民たち

は賦役に駆り出されてほとんど姿がなかった○あまりの汚さと悪臭のため旋人ほ気分が悪

くなり卒倒しそうになり, ｢冷い水を頼んだo駁者が井戸から水を汲んできてくれたが･

その悪臭にとても飲めたものではなかった｡ --･･村のどこにも澄んだ水ほなかったo
●●…

私ほ地主に, 『お前さんほ自分を養ってくれる着たちの健康を保つことに何の配慮もしな

いのか』と怒鳴った+｡このように,ノヴィコフは旋行者に,地主が農民から残らずまき上

帆掠奪し,虐待して,村を零落させていることを語らせたが,最後に｢豊かな･何不足

ない農民を見るために+ ｢豊かな村+に向けて施行者が旋立つところで終っている37'o ｢零

落した村の地主+ほ暴君であるのにたいして｢豊かな村+の地主は農民の｢父親+であっ

たoもっともこの村の具体的描写はされることはなかった38'o

ノヴィコフは, 『画家』誌の中で地主に農民を人間として扱い生活改善に努めるように

呼びかけたが,それでは地方の地主は『画家』誌にどのような反応を示したかという設定

で,地方地主の典型的人物を措いたのが, 『地方地主の息子たちへの手続』であったo こ

の地主ほ,収賄で官職を追われ領地に戻った地主で,自分の農奴にほ暴君であるが･敬慶

なるキリスト教徒で,世話好きの優しい父親である｡彼ほ『画家』の論文について,
｢百

姓どもが不幸であることに理屈を並べてなさるoなんとも困ったことだo百姓どもが金持

になって,我々貴族が貧乏になってしまえばいいとでも望んでいるのか.そんなことを神

がお命じになるほずがない｡どちらの一方が富むにふさわしいのか,地主か首姓かo
-･-･

聖書にも善かれているではないか｡互いに重荷を背負い合いなさい,かくしてキリストの

綻を果たしなさい,とo彼らは我々のために働いており･一方我々は怠けるならば彼らに

答をくれてやる｡こうして我々は彼らと共に等しく働いているのだo休まず働きなさい･

というのが神のおばしめしなのだ+と書いている39'.真のキリスト教徒である地主が農民

を苔うつことが自分の仕事と認識する誤りは,真理を認識する能力の欠如にほかならず･

それは皮相な知識しか与えない教育の結果にはかならず･ ｢真理ほいつも理性に従う+40)の

であり,それほ｢科学+によって正しく教育されなければならないとしたo

これまで見てきたように/ノヴィコフほロシア現実社会での不正や悪,貴族一地主の堕

落した生活,農民の非惨さを赤裸々に暴き出していったが･彼自身こうした事実を直視す
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ることこそ,正義や真理の何かを知り,それぞれの身分や職業が｢其の市民の義務を遂行

する+41)這を切り開いていく基であると考えた.彼ほ,ロシアの社会構造的欠陥にではな

く,人間の精神的欠陥に社会悪の根源を見ていたという点においてほ-カテリーナと同様

に啓蒙思想の影響を受けていたが, -カテリーナのように悪への寛大であることによって
ではなく,悪そのものを暴き出しそれを正そうとしたことに相違があった｡もちろん社会

的変革でほなく精神的変革を求めたことに自ずと限界があった｡

ノヴィコフほ･再び『画家』誌への政府からか圧力が強まると廃刊し,学術的-歴史的

試み･すなわち･ 『古代ロシア書誌』に着手したo これは14-16世紀の古文書を収集編纂

したもので1773-1775年に毎月出版され, -カテリーナからの助成金も得た｡この仕事と
コ'ンコ巳･1)ヨI-ク

平行して, 1774年にまた説刺雑誌『財 布』を出版したo 『財布』誌の創刊号で『古代ロ

シア書誌』について･ ｢古代ロシアの善行+を知らせることを目的に, ｢祖国に心から捧げ

る+`2'と辛いているo彼ほその前に『ロシア人作家の歴史辞典の試み』(1772)を書き,人

名辞典の形でロシア人作家の功績,優秀性を示し,ロシア人の遺産や能力によって社会の
コシ′コiワsI-ク

改善を果たさねばならないとするナショナリズムがそこに見える｡ところで財布という

のは当時かつらを入れる皮革製や軒自織の袋のことであって,外国かぶれを訊刺した｡外

国のモードに身を飾り･外国の洗行を追い求めることが,貴族を零落させ,彼らの性格を

堕落させ･国家に多大の損害をもたらしていると批判したoその創刊号ほ,詐欺師で金銭

欲の強い月並のフランス人とロシアの対話,それに続いて, ｢ロシア人の善行+を熱心に

擁護するドイツ人とロシア人の対話･という形をとっていた43'.彼ほ,フランス人という

より･ロシアの上流社会でみせかけの教養を誇示し･自由主義者を装うヴォルテール主義

者を嫌ったo彼の訊刺にはロシアの諺や格言がしばしば使われており,例えば｢盗人は涙

もろく,
-ペテン師は信心深い+にもみられるように,農民の洞察力,知恵や賢明さを見て

おり･そこに彼らへの教育の可能性と将来への願望があったoこの後彼ほ謁刺作家から啓

蒙･教育活動家-と転身していった｡

エ･プガチョフに率いられた農民の大暴動(1773-4,プガチョフの乱)紘,ロシア中を

震憾させ･とりわけ貴族階層を戦壊させたoプガチョフほピョ-トル三世を俸称し,農民

に自由と土地を与えることを約束して勢力を拡杭各地で貴族一地主を襲いながらモスク

ワに迫り･-カテリーナ政府を脅かしたo政府ほ1年がかりでようやく鎮圧に成功したが,

この事件のもたらした影響ほ非常に大きかった.

エカテリーナは,ディドロとの談話について｢私ほ彼といろいろなところについてしば

しば話し合ったoしかし,それは自分に役立てるためというより,むしろ好奇心からにす

ぎなかったoもし私が彼に本気で耳を懐けたなら,私は帝国を逆さにしてしまったであろ

うo立法･行政そして財政を,非現実的な理論のために完全につくり変えることになって

しまっていたであろう.
･･････私ほ彼に次のように率直に言った.『ディドロー氏よ,私は

あなたの見事な想像力があなたに吹き込んだことがらのすべてをこの上ない満足をもって
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拝聴いたしました｡私が十分理解したあなたのすばらしい原理を用いたら,すばらしい本

を著すことができるかもしれませんが,諸事を解決することはできないのです｡ --･あな

たほ統の上で仕事をしているにすぎません｡紙はなめらかであなたのいうことを聞き,あ

なたの想像も,あなたのペンも妨げることはないのです｡しかし私ほ,皇帝として,人間

の皮膚の上で仕事をしているのですoそれは,ほるかに敏感で膜重を要するのです』+44'と

書いているoエカテ.) -ナほ,啓蒙主義にいたずらに熱中しなかったo啓蒙思想ほ彼女に

とって,いわば｢知力の訓練+45'であって,彼女の思考をよ｢奥深さや思慮深さより,桑致

さや敏感さ+が勝っており46',彼女自身は女帝として現実を見てとり,その動きに対応し

て行動していった.プガチョフの乱は,彼女に,ロシアに必要なのほ啓蒙主義の｢理性と

寛容+でほなく専制主義の力であり,そのためにほ何よりも強力な中央集権国家体潮が確

立されなければならないことを教えた｡プガチョフの乱で弱さをさらけ出した地方行政棟

構が改革された(1775年県行政制度の実施)o 国内の秩序の維持と平穏のために,国家の

指導に従慣な国民をつくり出さなければならず,国民教育制度の具体化を図らなけれぱな

らなかった｡貴族階層と富裕な商人層にほ,地方およぴ都市の行政の担い手として中央の

支配の支柱となることを期して特権許可状(1785)が付与され,特権者として完全に解放

されたoしかし彼らほ,エカテ.)-ナの期待に反して,とくに貴族階層は地方の支配者と

して君臨していった.一方法的に貴族-地主の私的所有物とされた農奴は彼らに完全に隷

属し,その人権を奪われた.ロシアの現実社会は矛盾をますます深めていき,やがてpシ

アに普及した啓蒙思想,そしてアメリカの独立戦争とフランス革命の影響がェカテリーナ

政府を脅かしていった. ｢『ヴォルテール主義』の言葉は『暴徒』の観念と同じほど危険な

意味を持ち,新法典編纂委員会のためにエカテ7) -ナによって善かれた『訓令』ほ禁書+

となった47'o ロシアの知識人たちの思考は内面化し,彼らはセンチメンタ1)ズムや神秘主

義思想に走り,現実の社会から逃避し,非社会的になり,/個人の内面的模索紅自己を求め

た.その中にあって,フォンゲィジン等とならんでノヴィコ7ほ, T2シアの現実社会の中

に人間の解放を求めていったo

ノヴィコフは出版活動をいよいよ本格的に展開していくが,彼の謁刺的発言はひかえ日

となり,哲学的発言を強め,啓蒙･教育活動に積極的に取り組んでいった.

ノヴィコフほ, 『古代ロシア書誌』に続いて『ロシアの古代人-古代文化』 (1776)とロシ

ア古代史研究に従事したあとロシアで最初の文献解題『聖ペテルプルク学術報知』を約1

年間にわたって出版した｡その創刊号にほ, 『訓令』48'そして新法典編纂委員の活動の記録

や激論のあった農民問題に関する審議内容が掲載された.この雑誌ほ,主として歴史的内

容の出版物や公文書額が掲載されたが,他にエフ･プロコボーグィチ･ア･カンテミール

やロモノーソフなど歴史抑こ名を残した学者や作家,当代の芸術家や詩人などの人物評伝

が載った｡
ウ-トレナヤ･

『聖ぺテルダルク学術報知』の出版のかたわら, 1777年にノゲィコフほ月刊誌『朝 の

スq&-タ

光』 (1777-1780, 1779年5月からモスクワで出版)を出版した.この薙誌ほ哲学的内

容の論文が中心で,ノヴィコフも人間についての哲学的見解をいくつか載せている｡この

雑誌の出版ほ,ノヴィコフの啓蒙-教育活動の具体的第一歩として大きな意味をもつもの
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であったo′彼は,この創刊にあたって, ｢この雑誌の売り上例王,貧困な子どもたちの学

校の経費にあてる+49'ので購読の予約者も協力をしてくれるよう呼びかけた｡ 『朝の光』ほ

最初の1年間875冊を売り上杭 純益で2,000ルーブル越え50',翌年にほ1,POO冊余りにふ

え大成功をおさめた｡売り上げを基金として1777年秋にはペテルプルクに国民学校を開設

し,さらに翌年にもう1校の開設に成功した｡ノダィコフは,啓蒙一教育活動は,政府に

依存するのではなく,寄付金などの個人的善意によって,つまり｢社会+によって推し進め

られるべきものであるとした｡それほ,教育は国家のためにではなく,個人のた捌こなさ

れるペきもので,その手段をもたない人々のために｢社会+が力を貸すべきであると考え

た｡こうした考えは, 1772年に試みた書籍出版促進協会の設立にすでにあったo ノヴィコ

フは, 1779年に10年契約でモスクワ大学附属印刷所を借り受けると,ここでの出版事業を

基盤に｢社会+の手による啓蒙一教育活動に本格的に取り組んでいった｡廃刊寸前のモス

クワ大学の機関妖『モスクワ報知』の立て直し(1779-1789), ｢教員セミナリー+ (1779),

｢学術友好協会+ (1782), ｢言語セミナリー+ (1782)の設立,モスクワにロシアで最初の公

開図書館そして貧乏人のための無料薬局の開設,さらにモスクワをほじめ地方都市に書店

を設け出版物の販売網の確立(モスクワに20の本屋, 18都市に書籍取扱所)や飢餓救済活

動(1787)などである｡

ノゲィコフは自分の哲学的見解を『朝の光』誌に6篇-『序章』 (創刊号), 『神と世界

の諸関係における人間の価値について』 (創刊号), 『新しい年に向けての考察』(第2号),
『真理』(第4号), 『善行について』(第9号), 『終章』(第9号)-を発表している.

ノヴィコフの思想については,彼がフリl-メ-リンの会員であったことから,帝政期に

は神秘主義者とみなされてきたが,今日ではそれほ否定されている｡今日の評価では,ロ

シアのフリーメーソンほ非社会的で死後の世界に救いを求めようとすることに特徴がある

が,ノダィコフは啓蒙一教育活動を展開し, ｢社会に有用なる市民+を求めていったこと

から,彼は思想的にフリーメーソンに引きつけられたのではなく,それを便宜的に利用し

ていたのにすぎず,思想的には自由主義老であり続けた,というのが一般的であるo例え

ば, 1890年代にヴェ･ヤク-シソほ,フリーメーソンのリーダーのモスクワ大学教授ゲ･

シュヴアルツ(1751-1784)が『学術友好協会』を設立し,ノヴィコフがそれを援助した

と二人の友人関係を主張しているが, 1951年のゲ･マコゴニチエンコは,シュヴアルツは,

ノゲィコフがフリーメーソン会員として教義の普及を怠るなど任務を放棄していると非難

し,敵意を抱き,彼の活動を妨杭彼の設立した｢学術友好協会+を学生に布教の軌こ利

用しようとしたとして二人の敵対関係を主張した｡依って立つ史料からみて後者が正当化

されよう｡しかし,ソヴュート政権に追放された亡命思想家-ヌ･ベルジャーエフの｢ノ

ヴィコフ自身は,フリーメ-ソソこそ本当のキリスト教であると考えた｡彼は英国人のフ

7)
-メ-ソンに近かった.錬金術や魔術や心霊学に対する情熱は,彼の精神にはおよそ無

縁であった｡ ･∴-メイソンの中の哲学者として著名な人物はシュヴアルツであった｡
-･-･

シュヴアルツにほ哲学的訓練があった.彼ほノヴィコフとは反対軒こ心霊学に関心があり,

自らバラ十字会員を以て任じた+53'という見解がより妥当と思われる.英国のフリーメ-

ソソについてほ, ｢英国メ-ソンの急速な発展ほ,フリーメーソンの理想が宗教界,政界
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の新思潮と合致していたことで,専御政府も絶対主義社会も存在しなかったことによって

いる.加えてこの結社が早くから貴族社会のエリートによって支持され,それゆえに社交

的名声が高く,成功した商人,知識人に強くアピールしたのである｡個人と社会の道徳,
7

自由,平等,平和という最少限の信条にもとづく宗教的寛容の精神は本質的に新興中産階

級のもので,このため英国人の行くところ世界中にロッジが開かれたのだ+S4'という記述

があるが,ノゲィコフは思想的には確かに英国のフ1)-メーンに近かったといえる.しか
ローゼ:′タラ:′ツ

しながらロシアで勢力を持ったのがドイツのバラ十字団であり,ノゲィコフが入ったのも

それであった｡
ロ ッ ジ

T,シアに,フ.)-メ-ソンの支部が最初に出来たのは1731年といわれるが,プガチョフ

の乱後に急速に広がっていった｡プガチェフの乱は,貴族階層や知識人層に衝撃を与え,

ユカテリーナの自由主義思想への否定的態度と相まって,彼らほ精神的に動揺し,自分の

救いをフリーメ-ソソに求めた.彼らは,現実の矛盾の多い世界から個人の精神的世界に

逃避しようとし,神秘生義的強格の強いフ1)-メ-ソンに魅かれ,それにこたえるかのよ

うにドイツのベル1)ンに本部を置くバラ十字団の支部がロシアに広がったo

プガチョフの乱ほノヴィコフにもショックを与えたが,熟まむしろそれによって啓蒙一

教育活動の重要性をより強く意識したのであって,精神的隠れ家を求める必要はなかった

と思われるのに, 1775年にフリーメーソンに入り,その後その指導者の一人とみなされて

いったが,それほ何故であったか｡ノヴィコフは,それについて｢ヴォルテール主義と

宗教との岐路に立っていて,私は支点を持っていなかった｡あるいは精神的平穏を確かな

ものにする根本的見解を有していなかった｡ -I-･しかしそれゆえに思わず入ったのであっ

た+55'と回想している.フリーメーソンほ, ｢彼にとって彼の探求の論理的仕上げでほなっ

たし,彼が支部に入ったのではなく,支部が彼の弱味をついて,彼の所-やってきたので

ある+56)ということであった｡

ノヴァコフが1779年にモスクワに移ったが,そこはロシアのバラ十字団の中心地になっ

ていたo 指導者の一人公爵-ヌ･ [)レヴュッキーほその綻を次のように定式化した｡ ｢其

のバラ十字団員は,支部に入るまでと同じ人間であってはならない｡団員は賭け事や色欲

といったたぐいの空虚なる慰みを自身から遠ぎ吟ねばならない.殊に自分の家にあっては

･･-･キリストの其の戦士として,その家が教会であり,そこで彼は自己を知ることそして
聖書を読むことに励み,自分の無九 自分の罪業,自分の堕落と背徳を知り,いましめ,

--･団員は温良につとめ,悪魔による心の慰みを断ち切り,かくして謙遜温順とによって
身を飾り,人前でそして見知らぬ兄弟の前で自らを模範となるように輝かせ,自分をよく

知ら遭,彼らの中にあることを知らせねばならない+.5”神-のざんげと祈りによって,自

分の心にある悪に打ちかち,精進に励み,自己の完成をめざすという非社会的･自己満足

的な世界に安住の地を求めた｡彼らは｢至福+ -の道は｢天啓+によって導びかれるとし,

現世でほなく来世の｢永遠の世界+を信じた｡ロシアには神秘生義的性格の著書が多数翻

訳されていったが,フリーメーソンのものでほヨ-ン,マソンという人の『自分自身の認

識』が代表的なものである5S).

ノヴィコフは思想的にはバラ十字団とほ相入れなかった｡ 『朝の光』誌での哲学的思索
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ほ｢人間のもつ高い価値を理解する+ことを目的とした｡ 『序章』で人間ほ｢このつくり

出された地上とあらゆる物質の真の中心+であり, ｢重要な価値あるもの+であることを

主菜してその後の論を展開したo ｢人間の本性には,人間にたいする其の尊敬と心からの

愛を我々に起させる多くのものがある+のであり,人間が｢この世の主権者+である.

｢我々が現実に限りなく結びついている物質の一部として人間を見るその時にのみ,人間

はその内にあるあらゆる才能をもって光輝いて現われる+と人間ほ現実の世界の中にその

位置をもってその存在を示していくとした｡ ｢金持や貴顕な人間というのは,人間的本性

から生きているのではまったくない+のであって, ｢金持や貴族であることで高慢になる

のほ笑止千万なる倣慢である+と人間の価値の決定ほ,身分や富であってほならないとす

る.人間ほ｢主権者として尊ばれる+のであり, ｢それゆえ,すべてめ人間は,なんらか

の形で自分の中にある自己に『この世のすペてが私のものである』ということができる+

のである｡しかし真実ほ, ｢価値のない見栄(官職や身分)に旺惑されて,どうでもいい

ことに自惚れている人間が多すぎ+て｢真の人間+となりえない｡ ｢自分の真の価値+ ｢人

間としての高い価値+を見い出さなければならない｡神ほ創造主であり, ｢賢明なる建築

蘇+である｡ ｢神が我々をつくられ,そして我々が自分の偉大さ,力,名誉,至賢を宇宙

に示すために衣食住,いのち与えたもうている+のである.神が我々をつくられ,つくら

れた我々ほ自分の創造主をほめたたえるo神につくられた人間ほ偉大であり,人間を通し

て神の偉大さが示きれるのであって,従って人間ほ神の奴隷であっては,人間は何もつく

り出すことほできない｡ ｢この世のあらゆる物質ほ,他のあらゆる物質の目的であり,そ

して他のあらゆる物質の手段である+つまり人間ほ｢目的+としてまた同時に｢手段+と

なって互いに助け合っていき, ｢人間の偉大さ+を発現できる.実際の人間の価値は, ｢神

によるのではなく,人間自身によっている+のであり,何よりもまず｢人間の社会的一有

益なる活動+によっているのであって,こうした人間だけが｢真の人間+になることがで

きる｡ ｢真の人間+ほ｢時を無為に過ごしてほならず+ ｢祖国に奉仕しそして有用とならな

ければ+ならない｡人間つまり市民として生きること,そして｢真の愛国者そして正しき

人間+となることである59)o

このようにノヴィコフの人間観は,宗教的･道徳的であり, ｢真の人間+と市民とは同

じ意味である. ｢共同･社会生活体+としての社会の一員としての自覚と責任を遂行する
Fプpジェ'7チエ野

人閣で,社会の規範となっているのが｢善 行+であった｡ ｢善行の精神ほ,後になって

自分が利用するために善行を為すことでほなく,宰をつくることに慣れるためにのみ善行

を為すということにある+60'のである｡ ｢善行+を為す｢真の人間+は, ｢人間の知識+ ｢科

学+に精通して,理性を教化しなければならないo ｢教化された理性ほ,賢明なること旺

人間を形成し,心を清め,人間を善行へ準備教育してくれる+のであるoそしてそれに芸

術が加わらなければならない｡なぜならば, ｢人間は,知識に芸術をさらに加えて身を飾

れば,最善となるのは疑う余地がない+からである飢)o

ノヴィコフとフリーメーソンの関係について, ｢ノゲィコ7ほしばしば彼らの道具であ

つた｡そしてまた彼らを彼は道具として利用した+62'という見解がある｡そしてさらに｢ノ

ヴィコフほ,いく人かの貴顕と金持を引き入れ,彼らの寄付でりっばで大きな印刷所をつ
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くった｡そして若者たちに原稿料や著作権に高く支払い,それらを書店に安く売って若者

たちの才能を鼓舞した+63'という評価がある｡これらに従えば,フ1)-メ-ソンほ,ノヴ

ィコフの印刷所を布教の手段として用い,一方ノヴィコフほフリーメ-ソソの有力者を事
業拡大に利用して自身の所期の目的を達していったということであったoここから推察す

れば,シュヴアルツとノゲィコフとの対立ほ,元来相入れない思想一人問観の対立があっ

たとしても,それより出版物をめぐっての対立が大きかったと思われるo

ノヴィコフが出版事業者としていかにすぐれた手腕をもっていたかを次の数字が示して

くれる｡

1771-1780年にロシアで1,466点の書籍が出版され,そのうち167点(全体の11%)がノ

ヴィコフが出版したもので,さらに178ト1790年には2,685点のうち749点(全体の28%)

が彼によるものであった64'o 1779-1792年について見るとノヴィコフほ合計で891点を出

版している｡文学作品-詩文,散文,戯曲で,翻訳を含む-が381点歴史･哲学･経

防,そして政治に関するもの(翻訳も含む)が120点,教科書,実用書(家庭医療手引･

辞書など),公文書類が194点,その他である｡その他の193点というのほ,フリ‾メ‾ソ

ソ関係のものが66点で,残りが教訓的性格のもので英語･独語･仏語の翻訳が大部分であ

る65,.フ.)-メ-ソン関係のもの66点といっても,ノヴィコフ自身の手で出版したのほわ

ずかに17点で66',しかも1785年以後ほ出版しなかった67'o

ノゲィコフの啓蒙教育的活動についてもう少し具体的に考察していくことにするo

上述のようにノヴィコフほ, 『朝の光』誌の売り上げを基金に2つの国民学校イロシで

最初の貧乏人と孤児のための国民学校+6S'の設立に成功したが,これらの学校ほエカチア

リーナ-の干渉を懸念して｢エカテ.) -ナ国民学校+｢アレクサンドル国民学校+と命名さ

れた｡ノヴィコフは,学校事業を始めるにあたって･これは｢人間にまた祖国にたいする

任務として大いなる名誉をもたらす+ものであり, ｢人類の福祉-の新しい道+を開くも
オ F ノ ゼ ム ツ イ

のであるので, ｢自分と『同じ土地に住む人々』にたいする其の愛国的熱意+を示してく

れるように呼びかけた69'｡国民学校の設立は大きな反響を呼び,ノヴィコフほ『朝の光』

誌に｢『朝の光』の出版に携わっている着たちは貧困な子どもや孤児たちを救済する事業

に取り掛ったが,この事業にたいして深い思いやりや好意にあふれた新たな援助や協力辛

励ましがとぎれることなく寄せられている+70'と報じているo援助の手は自由主義的貴族,

商人や僧侶など各階層から差し伸べられ,モスクワ大学の貧しい学生たちも『朝の光』誌

の翻訳作業を無報酬で行うなどの協力を惜しまなかった｡

これらの国民学校ほ,貧乏人と孤児の無料教育施設として発足したが,自費による入学

も認めており, 1778年にその数ほ26人であったTl'. 1779年の『朝の光』誌などで学校の実

状について報告されている.二つの学校にほ,男女合わせて92人の子どもが学んでいたo

彼らほ,兵士,馬丁,番人,従僕,印刷工,画工,具職人,小商人,寺男,下級吏員や解放

農奴などの子どもであった｡学校には寄宿舎が併設され,多くは衣食住の一切を給付され
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たが･その一部の給付を受けた子ども,また通いの子どももいた.教科日として,読み書

き･文法･算数･ドイツ語(読み,書き,会話),蔑何,絵画,ダンス,神の接があった｡

授業は, 1年間を通じてフルタイムで行なわれたが,子どもの年齢が5歳から16歳までと

暗があった上に,学習意欲や能力差が大きかったため,それらを考慮して進められた｡も

つとも重視されたのが道徳教育であった｡それは｢善行と祖国-の愛+に基づいたもので,
勤勉,規律正しさ･博愛,仲間意識･助け合い,誠実,清楚,整理整頓などの習慣を身に

つけることに注意が払われた｡それほ説得を手段とし,話し合や激励が広く用いられた｡

これらの学校の特色として身体教育と美的教育が重視されたことがあげられる｡身体教育

としてダンス(音楽に合わせた)がとり入れられ,美的教育ほ民衆に芸術的趣味-文学や

演劇へ関心を引き起こすことを目的とした｡

このように･ノゲィコフの国民学校ほ,ヴュツコイのように貴族などに奉仕するもの

(これを第三身分と呼んだ)の養成や技能や実用的知識だけの習得を目的としたものでな

く,人間性の歯養に重点がおかれ,彼のいう人間としての市民の育成であった.

ノヴィコフほ, ｢我々の企てにたいする激励ほ-････福祉へのたゆまぬ援助へ駆り立てて

いるo ･･････学校ほ我々の力をますます強めてくれ,そしてこれらの施設に堅固な土台を置
く希望を与えている+72'と学校事業の成功紅ついて書いているが,彼には,トロシア全土に

多数の学校+を開設すること･それも｢社会のイニシアチヴでそして社会の基金で国民教

育に基礎を置くこと+7さ'が念願であった.彼は｢我々の善なる手本は他の善良なる人々を

鼓舞することができる｡彼らの貧しい人々への愛情が,持たぎる同国人への教育がやがて

磨き上げられていくことだろう+74'とその期待を述べている.

ノダィコフの共感着たちほ,彼の学校をモデルとして,各地に国民学校を設立していっ

たoそれらについて1781年から1784年にかけての『モスクワ報知』紙が報じている.すで

に1779年にトヴュリに社会の手による3校日の国民学校が開設しており, 1781年にはペテ

ルプルクに6校の国民学校が存在している｡ペテルプルクではこれらの学校を運営するた

めに13,663ルーブルにのぼる寄付金が集められ,生徒数も426人(そのうち35人が女子)

にのぼり,被らは, ｢商人,小市民の子弟で,他に将校,下級官吏,兵士,廷臣や領主の

下僕の子弟も含まれ+ていた75'｡ 『モスクワ報知』紙ほ1781年1月16日付でクレメンテ-

ユタに｢男女の子どものための学校+が開設されたことを, 1782年2月17日付で｢新築の
都市学校が開設し,

-････まずはじめ紅126人の若者の教育にあたる協会を定めた+ことを,
1783年4月17日付でウラジールに｢若者のための学校が設立され,そこではロシア語の

読みと正字法･フランス語･算数･幾何･カテキズムと市民法の手はどきが教えられる+

ことを報じているoまた1783年7月14日付でモスクワに3校の国民学校が開校した記事が

載っているoそれでは｢このように国民学校ほ,あらゆる身分の子どもたち,貴族や僧侶

の子弟も含めて,が入学でき･そのた捌こゆとりをもった特別な学校が建てられている.

これらには持たざる者の子どもたちは無料で,持てる着たちはそれ相応の料金で入学でき

る+と報じられているoその他の都市でも同様な形で国民学校が開設され, 1783年にクー
ルスタに･ 1784年にトクーラに, 1785年にヴォPネ-ジとニージニェ･ノヴゴpドに開設

された76).
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ェヵテリーナはノヴィコフの首唱になる社会による学校事業の広がりを,苦々しい思い

で見ていた.すでに1779年に,ドヴュー1)とカルーガの貴族団が自分たちのイニシアチブ

で学校を開設する意向を持っていることを聞いてr, -カテリーナほ彼らに｢皇帝から下さ

れる学校開設についての一般的規則や教示を待たねばならない+と私的に学校を開設しな

いよう警告している門)0

-カテ7) -ナは,国民教育制度の確立に本格的に取り組むことを決意し,彼女にたいし

てヂI)ムと科学アカデミーの教授エフ･エビヌウスはそれぞれサガン教育システムを提言

した｡サガン教育システムというのほ,サガンのシレジア人地区修道院長ヨ-ソ･フェル

ビガ- (1724-1788)が, 1765年に『シュレジェソ大公儀の都市と村のローマ･カトリッ

ク住民の学校のための教育規則』を作成して,教区内の学校改革を遂行したが,それがド

イツの他のカト1)ック公国にも広がっていったものであるo オースト1)ア大公のマ1)ア･

テレサほ1774年にフェルビガ-を招いてオースト1)アの学校改革を命じた.彼の指導下に

行なわれたオーストリアの学校改革について,エカテリーナはマリア･テレサの子息ヨゼ

フ江世を通して知っていた｡ -カテリーナほサガン教育システムをモデルとすることを決

めるとヨゼフⅡ世に協力を要語した｡ヨゼフⅡ世は,セルビア人地区の学校長エフ･ヤソ

コヴィッチ(1741-1818)を推挙した｡サガン教育システムは, ,iンガ1)ア人,チェク^,

ポーランド人居住区にも普及しており,ヤンコヴィチは-ソガリアでの学校改革に関係し

たほかスラグ人地域で約100校の学校を開設し,その指導にあたるとともに多数の教科書

や教師用指導書を著すなど当時有数の教育家であった｡ -カテリーナほ,ヤンコヴィヅチ

を招くと1782年に｢ロシア帝国内に国民学設立のための委員会+を設置し,エビヌウスと

二人の高官を委員に,ヤンコヴィッチを顧問に命じるとともに,その下に科学アカデミー,

モスク大学とそのギムナジャの教授や教師を作業メンバーに加えて,具体的な教育改革に

着手させた｡

委員会ほ教員養成の問題からとりかかり, 1783年にべテルプルクに｢中央国民学校+杏

設立した｡校長にヤソコヴィチが任命され,教師として科学アカデミーとモスクワ大学の

若い教官や学生があてられ,生徒100人が,宗教セミナリー生から強制的に集められたは

かに兵士,下級官吏,自由農民や解放農奴の子弟から公募された｡その後,委員会の活動

ほ順調に進められていった.教育改革の見通しが明らかになると, -カテリーナは, 1785

年に国民学校では今後委員会発行の教科書や教師用指導書を用い,それに従って教授する

ことを命じる勅令を発するなど,国民教育事業を国家のイニシアチブによって,国家の管

理下で進められなければならないことを明言するとともに, ｢教師ほ知識と能力を試験に

よって,また資格と考え方を確実に証明させることによって認可された着でなければ採用

してはならない｡これを充たしていないと判明した学校はすべて,慈恵院78)の厳格なる許
J!ソう′オ./

可によるものでない限り,将来我々の命令があるまで,いかなる学校79)としても認められ

ない+80'ことを命じた｡これら一連の措置によって,ノヴィコフの影響下にあった｢社会+

による国民学校や,外国人による女学校などの有資格教員を有していない私塾的学校はす

べて監督官庁の厳重な監視下におかれ,やがて閉鎖を余義なくされていった｡こうしてノ

ヴィコフの学校事業も挫折してしまった｡ -カテリーナの期待通り, 1786年に中央国民学
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校から100人教員が25の県に派遣され, ｢ロシア帝国国民学校令+が発布された｡学校令は,

全階層的で,各県庁所在市に5年制の中央国民学校と各郡庁所在市に2年潮の小国民学校

を設立し,ロシア全土に学校網をほりめくoらすことをうたった.教員養成のための中央国

民学校は教員セミナリーと改称された｡

ノヴィコフは,モスクワ大学附属印刷所での出版事業を通じてモスクワ大学の教授や学

生と親密な関係を結び･彼の事業の有力な協力者を得た｡彼ほ,国民学校事業において教

員の不知こ苦しみ,また貴族が外国人を子弟の家庭教師に雇い入れる風習に不満を抱き,

ロシア人教師の養成の必要を痛感し, 1779年モスクワ大学での出版事業開始とともに,大

学内に教員セミナリーの開設を呼びカゝけたo彼ほ,大学の教授たちの協力を得て,当時ロ

シアで最大の企業家ペ･デミドフの大学への寄付金の一部でギムナジャの非貴族部門に教

員セミナリーを附設することが出来た｡非貴族部門に附設したのほ,非貴族からの入学を

より期待できたからであった｡ギムナジャから15人が入学し, 1782年に30人在籍し,大学

生も聴講していた$1'｡教員セミナリーについての詳細は不明であるが,これはヤンコヴィ

チの指導下の中央国民学校に先んじたロシアで最初の教員養成施設であった｡ノヴィコフ

紘, 1781年に｢大学生の集い+を組織し,学生たちの指導にあたった｡この｢集い+は,

大学を卒業した若い人文科学の博士や学士と上級クラスの学生たちが,毎週一回集って,

新刊の文学者や雑誌や自分たちの作品を批評し合ったりするはか,美学,哲学･fi:どについ

て論じるなど,若者が自由に討議する場であった｡彼らの多くほノヴィコフの出版事業に

参加したoそしてノヴィコフは,啓蒙一教育活動をより大規模に展開するために,いわば

pシア学術･教育の振興の中心となる機関が必要なことを教授やデミドフなどに呼びか仇

フリーメ-ソソの有力者も引き入れて,基金を募った.それが1782年に発足した｢学術友

好協会+であった｡協会ほ,科学の研究と普及に努め,科学が｢より大きく開花し,自分

の実をつけることができる+ようにすること,また｢自分費用で多種多様の書籍,特に教

科書の印刷に,そしてそれらを学校に供給することに+努めることを自己の課題とした82'.

ノヴィコフは,とくに苦学生の経済的援助に力を入れ,協会から給費したo学生の一人ほ,

｢学生一人あたり100ルーブルの生活費がかかったと思うが,生活費はいつもノヴィコフか

ら届けられた+83'と書いているo またノヴィコフほ,協会の課題を達成するために文学書

の翻訳,出版や編集などの専門家の養成が不可欠であるとして, 1782年に言語セミナリー

を大学に開設した｡その定員ほ35名で,大学生の中から入学者を募った｡協会の給費生で

特に優秀なセミナリー生は留学の恩典が与えられた｡例えばペ･ストラーホフほこの恩典

に浴し, 2年間留学し,帰国後モスクワ大学の教授となった84)0

ノヴィコフは『モスクワ報知』妖を啓蒙一教育活動に利用することを考え, 1783年から

それに『モスクワ報知の付録』を無料で添付した｡ 1783-1784年だけで186号が出され,

その内容ほ,教育,商業,政治そして地理や自然科学に関する種々の情報記事や論文で,

政治ではア/)カの独立戦争に関わるものが多かった85,o

『モスクワ報知の付録』のうちでとりわけ注目しておかなければならないのが『子ども

の読本一心と理性のための』である.これほ, 1785年から1789年にかけて20冊出版され,

ロシアで最初の子ども向け雑誌といわれているものである｡ヴェ･ペリソスキーが｢貧し
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い子どもたちよ.′ 我々ほ看たちよりほるかに幸せだった｡我々はノヴィコフの『子ども

の読本』を持っていたから+86'と述べているように, 19世紀前半までその与えた影響ほ大

きかった.ノヴィコフほ『子どものための読本』の出版についてこれまで,我が祖国の言

語で子どもの読物としてふさわしいものが全く存在しなかった｡ ･-･･自分の祖国を愛して

いる人々ほみな,我々の多くの着たちがロシア語より,フランス語の掩うをよく知ってお

り,祖国のものと名づけられるもの一切にたいしてさまざまな偏見にとらわれてしまって

いる,というのを見て嘆き悲しんでいる+87)と書いている. 『子どもの読本』ほ,最初の二

年間(8冊まで)ノヴィコフが直接に編集にあたり,その後ほ作家-ヌ･カラムジン(1766

1828)と詩人ヴェ･ベトローフ(1736-1799)が編集した｡ノゲィコフの編集したものを

見ると, 『宇宙のしくみ』 『太陽』『地球』『地震』 『ライオン』 『さる』『生命維持-の動物

の本能』 『父と子の雪についての対話』 『火についての対話』 『鳥についての対話』など子

どもの知的好奇心をみたそうとするもの, 『村り生活について息子との文通』『農民の状態』

『勤勉の大きな効用』『共同生活』『低い身分のものにみる心の広さ』 『児童愛の手本』『親

のまね』など道徳的性格の強いもの,の大きく二つに大別される｡

ェカテリーナ二世は,プガチョフの乱後,国民に国家-の隷属意識を植えつけること,

つまり忠良なる臣民としての市民の形成に自らもとりかかった, -カテリーナはその方策

のひとつとしてロシアに伝わる格言を利用したo彼女の命によって, 1777年に『ロシアの

格言』が出版された｡これは問答形式で｢至福+について説いたものであるが,例えば,

ロシアに｢平等+が存在しているかという問に, ｢存在している+なぜなら｢すべての市

民の平等は,すべての老が最初の定めに巌従しているということに存しているからであ

る+と各人がその身分に安住することを説き,またpシアに現存する｢貧しさ+について

紘, ｢人間は,何も所有していないことのために貧しいのではなく,労働していないこと

のために貧しいのである｡何の知行地も有していない人はもちろん働いているが,彼ほ所

得の有るものが働いていないかぎ′ーりにおいて,その分だけ有利に生活しているのである+

といった説き方で,能弁を弄したものとなっている88)o -カテリナは, ｢若者の中に神を

恐れる心を吹き込み,彼らの心を質讃紅値する性格につくり上げ,そして彼らを確固たる

かつ彼らの身分に相応した規朗に慣らさなければならない+と書いている89)o 1782年にほ

『精選ロシアの格言』が出版された｡そこにほ｢位あるものが先+ ｢無いものを求めるな+

｢欲するままに生きるのではなく,神が命じるままに生きよ+ ｢耕すのを怠けぬ者に辛がく

る+ ｢神ほ善なるものを助く+といった格言や諺が集められ,従順,勤勉の必要を説き,

現実社会での不満を抑潤させることに向けられている90'.

ノヴィコフは, 『雄蜂』誌以来しばしば格言や諺を用いて貴族を説刺し,その反面で民

衆の中で長年培われてきた生活の知恵や彼らの賢明さを示そうとしてきたが,ユカテ1)
-

ナがそれを民衆支配の手段に用いようとしたことに反発するかたちで, 1784年に『ロシア

の諺』を出版したo､これは諺を使った16の物語から成っているが,
｢ツァーリに近づ桝ま
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死に近づく+ ｢年をとっても浮気はなおらぬ+ ｢手を束ねて機会を待つ+などはエカチリ■-

ナ自身を訊刺したもので, ｢人の物に手を出すな,自分の物を失うな+をもじった｢自分

の善を捨てて,他人の善を待つ+とか｢学びてやまず+ほフ1)-メ-ソンの神秘主義やセ
ンチメンタリズムを謁刺したものであった91).

エカテリーナは, ｢国民学校設立のための委員会+設置してまもなく,ヤンコヴィチに

命じて,人間と市民についての教科書の作成を命じた｡それが1783年に出版された『人間

と市民について, -カテリーナ二世女王陛下の大いなる思し召しによる国民都市学掛こお

いて精読すべき書』であって,国民学校の必読本とされた｡これは｢模範的従贋の思想+

で貫かれ, -カテリーナの教育理念を端的に反映したもので, ｢祖国の息子+となること

が国民の務めであることが説かれている｡ ｢どんな身分にあっても幸福になることができ

るo ツァーリ,公侯,貴族といった家柄の良い人々だけが幸せな生活を送っていると考え

がちである｡しかしこれは正しくない｡神め慈悲はいかなる人間も幸福から除くことほし

ない｡市民(註･都市の小さな商工業老を指す),職人,農民(読.自由農民を指す),雇

人(註･自由労働者を指す)そして奴隷(慕.農奴を指す)も幸せな人間になることがで

きる+なぜなら｢どんな身分にもそれなりの労苦がともなうもの+であり｢幸福ほ各人が

彼に神命じられた聴責を辛抱強く遂行すること+にあり｢真の幸福ほ我々自身の内部にあ

るものである+従って｢自分の身分や地位に満足している人々だけが,この世で幸せなの

である+とする｡ロシアに農奴が実在していることが｢不平を引き起す+ものであってほ

ならない,それは｢主人と奴隷の分離ほ神自身が+定められたことで｢主人にも召使いに

ち,自由人にも奴隷にも彼らの義務を命じているのが神の戒律+なのである｡ ｢国家の成

員の全体の幸福があらゆる政治の目的+であり,それほ政治が｢しかるべき秩序と畏敬の

中に+あって,そのために｢臣民+は｢祖国の息子+として協力しなければならない｡ ｢真

の祖国の息子+ほ,国家に,つまり政体に,当局にそして法律に結びつけられなければな

らない,祖国への愛は,我々が畏敬と感謝を政府に現わすことに,法に服従することにあ

る+のであって, ｢祖国の息子+として次の3つの義務を遂行しなければならない｡ ｢祖国

の息子の第1の義務ほ,政府に関して何らの非難めいたことを語らないこと, -････いわん

やそのような行動をしないことであるoそれゆえに一切の扇動的言動･･････は祖国に対する

犯罪であり･厳罰に値するものである+ ｢祖国の息子の第2の義務は･服従である?各人

紘,服従が困難であると思われる場合にも,また他の約束事に従わなければならないと考

えているような場合でさえも,版従する義務がある+ ｢当局は,全体の幸福を最善にか?

本質的に知ることができかつ知らねばならない｡それゆえに,統治者の桐限と正義にたい

して心の底から信服することが祖国の息子の第3の義務である+｡92'

このようにエカテリーナは教育の目的として忠良なる｢祖国の息子+を形成すること明

確に宣言した｡ 1786年の｢国民学校令+では, ｢教育は,人間の理性を種々多様な知識に

よって啓発し,彼の魂を美しくする｡つまり意志を善行に向かわせ,善なる生活に導き,

そして結局,社会生活において人間にとって必要な判断力で彼を充たしてくれる+と教育

の意義をうたいあげているが,それも｢造物主とその聖なる綻についてのおよび陛下への

ゆるぎなき忠誠の堅固なる戒律についての純粋かつ理性的認識+を培うことに眼目があり,
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そこに｢国家全体の安寧の主柱+を見ていたのであった93)o

ノヴィコフほ, 『市民と人間の義務』の出版に合わせたかのように1783年から1年にわ

たって『モスクワ報告の付録』で教育論文をおよそ10篇書いている｡ノヴィコフは,エカ

テリーナが忠良なる｢祖国の息子+の形成を目的にしたのに対して, ｢子どもたちを幸せ

なそして有用なる市民に形成する+ことを目的に人間の自由と平等を主張した｡彼の教育

論文のうち,もっともまとまっているのが『子どもの教育と指導について,一般的に有用

な知識の普及と全体の安寧のために』 (1784)で丸1年間23回にわたって掲載されたもの

である｡以下これをもとにノヴィコフの教育論を考察する｡

ノゲィコフは,子どもを｢幸せなそして有用なる市民+に形成するためには,三つの教

育-｢主として肉体に関する身体の教育と心の形成を目的とする精神の教育-･-･そして教

化,あるいは理性の形成に従事する分別の教育+ -が｢相互依存的な関係+をもって施こ

されなければならないとする94'.ここでは, ｢分別の教育+について詳しく見ていくこと

にするが,他の二つについて特徴的な点を触れておく. ｢身体の教育+は｢健康で頑丈な

からだ+をつくることを目的とするが,ノゲィコフは｢遊び+を重視する｡ ｢遊び+は子ど

もの理性の強化と心の完成に導く補助的作用をもっており, ｢子どもの熟練は遊びによる+

ものでなければならず, ｢楽しく五官で感知しうるものを用いて子どもの好奇心を惹き起

す補助手段+を用いなければならない｡とくに戸外でのスポーツ的な｢遊び+がよい｡そ

れは｢手や足を非常にしなやかにし,バランスのとれた身体をつくり,視覚をすばやく正

確に把握することに慣らし,そしてついにほ身体全体にむだのない動きを与えてくれる+

からであるとする95'o ｢精神の教育+つまり道徳教育についてほ,親や教師に｢子どもた

ちに,身分,宗教,民族や外面的幸福の如何んを問わず,どんな人間にたいしても心から

の愛と敬虎の念を抱くようにしてやりなさい･･････すべての人間を,卑しい身分の人も高貴

な人も,兄弟として専うことを彼らに教えなさい+96'ということを結論にしている.

それでほ｢分別の教育+つまり｢理性の形成+について検討していく七とにする｡ノヴ
ヲズーム ソズナーこエ ′1ズナーこエ

ィコフは, ｢理性+という語を, ｢自 覚+として, -切の認識の過程を包み込んだ概念
ムイスレーエコ乙

として,また｢思 考+の同意語として用いているo 彼は, ｢子どもたちが真理の認識に

到達する道にあって,彼らを一切の岐路に立たせないようにするとか道を違えた場合にほ

連れ戻してやるということにだけ気を配る指導者でほなく,まわり道や迷路を自分で避け

そして自分の目的に向って真っ直ぐに進んでいこうと努力することを教えてやる分別のあ

るそして熟練した指導者が彼らに必要である+と,知識の習得の過程において理性の力,

っまり創造的思考力を訓練が目的であって,そのためには適切な指導がなされなければな

らないとした｡その指導の方法は5つあり,それに従って｢子ども理性を正しく教育+す

ることを求めた｡

第一の方法は, ｢あなた方ゐ子どもあるいは生徒の好奇心を扱なわないようにすること+

である｡好奇心こそ理性的で賢明になる｢強い起因となりすぐれた手段+である｡好奇心

紘,子どもに固有のもので,大人にいろいろ質問したいという気持を起こさせるのであっ

て, ｢子どもたちがすべてを知る必要がない+と考えて子どもの好奇心を損ってはならな

いc ｢子どもたちの疑問に答えるということ+紘,不愛想に｢そうだよ+あるいは｢ちが
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うよ+と答えることではなく, ｢彼らが知りたいと思っていることを彼らが実際に学びとっ

たとなるように,またそれが彼らに満足もー緒にもたらしてくれるようにしてやること+

である｡従ってこのような機会を｢子どもたちの思考の訓練の場としてとらえ+さらにつ

ぎつぎと子どもたちの好奇心を刺激して｢疑問を起させ,彼らを彼らに未知なるものの探

究者にしてしま+わなければならない｡

第2の方法は, ｢あなたの子どもあるいほ生徒に感覚を行使すること,つまり正しく感

じとることを学ばせること+である｡感覚が知識の源であり,理性が｢感覚器官の知覚の

材料を整理する独特の道案人+となる,つまり｢我々の感覚の助けによって外的な物質に

よって我々の中につくり出される印象と,それから我々の心の中に生じる表象とほ,あた

かも我々の精神が精練する材料であり,そしてついにはあらゆる認識や人間の科学の基と

なる材料であるかのようで+ある｡

ノゲィコフは, ｢観察+を重視して, ｢子どもたち自身が見たり聞いたり,感じたりする

ことができるようなことがらを,本を読むことや口頭で教えることによって,無理やり教

えてほならない｡彼らに自然の美しさ,動植物界の神秘,多種多彩な空中現象,降るよう

な星空の壮麗さ,などを観察させ,心によく留めさせ,彼らの心の中にみちあふれている

多数のまだぽんやりとしたままの表象を彼らが識別し整理するのを助けてやりなさい｡し

かし,これらを彼ら自身の目で確かめさせ,彼らに固有のやり方で感じとらせなさい,そ

してそこから彼ら自身で得られた印象を,時機にそ(oわない説明や彼らの興味を失わせる

ような説明によって,弱めることがあってほならない+と主菜する｡彼ほまた,子どもた

ちの理解に合せて社会生活を観察させ,彼らと一緒に調べることが必要であるとして, ｢彼

らを農民の家と穀倉に,画工や手仕事に従事する人たちの作業場へ連れていきなさい,そ

こで彼らに,どれはど多くの土地の富がつくり出され,そしてそれらがどれほど人間に必

要なものや役立つものであるかを示してやりなさい｡彼らにこれらの仕事に用いられてい

る主な道具について説明してやるとともにそれらに従事している人々にたいして然るべく

尊敬の念を抱かせるようにし+なければならない,そしてこれらのことが｢想像と思考の

力として,有益なそして楽しい考察の非常に豊かな源として,彼らの理性や思慮を用いて

くれる+ことを強調するo また｢注意+を重視する｡ ｢子どもたちにいつも注意を身につ

けるようにさせなさいo注意は正しく堅固な認識の母である+という.このためには,千

どもたちが目移り的に次から次に観察するのではなく,あるものをいろいろな側面から,

全体的に大ざっばにだけでなく部分もじっくり観察させなければならない｡しかし子ども

の注意力の訓練は,子どもの年齢的特徴を考慮しなければならない占｢あなたがたほ,敬

育の最初の教年間彼らにひとつのことにあまりにも長く留まっていることを強いて彼らの

注意を疲れさせてはならない｡あなたがたは,深く注意を払うことがいかに大切かについ

て,彼らに少しずつ感覚的に請け合ってやることが好ましい+のである.

第3の方法は, ｢たとえどんなに些細なことでも,子どもたちに誤ったあるいほあまり

正確でない観念をいくつも与えてしまうことがないように用心しなさい.彼らが多くのこ

とを誤って心に措くなら,彼らにまったく何も知らせてやらない方がほるか紅ましである.

彼らの疑問にたいしてどっちつかずのまた不正確な答えを与えるよりち,それらにたいし
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て彼らに答えるのを完全にやめてしまうはうがはるかにましである+ということであるo

親や教師はか､まいな答をしたために｢子どもたちがただ黙ってしまったことにたいして,

彼らほ後になれば自分でこのことをもっとよくわかるようになるだろうと自分を慰めてい

る+と批判し, ｢こうした期待はあてにならないのであるo最初の印象がいつまでも持ち

続けられ,･それらが誤解へと導いてしまうということが本当にありうるのである+と警告

する｡

第4の方法は, ｢子どもたちに,彼らの年齢からみて,あるいほ他の予測される不都合

からみて,これ以上知識を理解できないというようなものは何も教えてはならないという

ことである｡ ｢子どもたちの記憶を記号や単語で重荷を負わせないこと+ ｢他のことを意味

する知識にまで彼らをつれていってしまわないこと+ ｢彼らがそれについてまったく考え

もつかないとか,別のことを考えてしまうといった言葉を用いることを許さないこと+が

肝要で,言葉を適時に使いこなすことが指導者の能力を計る′てロメ-タ-となる, ｢言葉

はあなたの心の豊かさのしるし+である｡

第5の方法ほ, ｢彼らの認識をふやしてやることや広げてやることだけでなく,それを

しっかり板のほった確かなものにしてやるように努めること+であるo子どもたちに｢多

くのことについて浅い知識を持たせること+に励むのは,
｢自分の生徒を親の前で自慢し,

鷺讃を得ること+だけしか考えない｢思慮の足りない教師+と同じであると批判するo

以上が5つの方法であるが,ノヴィコフは, ｢子どもたちは･実際的側面からすべてを

見ることを学び,自分の知識を自分の行為に利用しようと努めるときにしっかり考えるこ

とを学ぶのである+ことを強調する97'.そして彼は｢我々の本性には,我々の意志が･大

抵の場合,認識と区別の命令に従っている.我々は善を心に措くことだけを隣っている+

ということを結論にしている98'.

ノヴィコフは,子どもを｢愛撫された奴隷に教育する+のではなく,
｢自由にそして高

潔に思考する人間,つまり自分自身を評価することができ,なによりも真理を愛し･自分

の任務を果たすとき,あるいは他人の幸せのために真理を述べることを恐れない人間+に

教育しなければならないとする粥)oこれが彼の｢幸せで有用なる市民+であり,身体,心･

頭のバランスのとれた分別のある人間であるo

ノヴィコフは, ｢彼ら(註･貴族階層)が庶民とか卑しい人間と呼んでいる人々の方が

はるかに大きな功続を成し,社会の最も重要で最要な存在であり,それゆえに彼らよりも

はるかに大きな名誉と尊敬に値する+100'と当時の誤った価値観を正すことを求め,教育に

その可能性を見い出そうとしたのであった○そしてそれほ19世紀以降にも見られるインチ

1)ゲソツィアの一つの典型であった.

1)

2)

3)

注

neAarOrHtteCKH員CJIOBapb Tow 2的ocKBa

”. T且ⅩOMHPOB I4cTOpH見知皿OCO申甲BCCCPToM l州ocKBa 1968 cTP･ 297

B. CMHrenhCKⅢ負KaHTeMHP 0 BOCrl耶aH且H XyPH･ ≪CoBeTCEa兄neAarOr拡a≫ 1944 Not 7 cTP･

54

4) C. PoxAeCTBeHCK班員OqepK切ⅢO HCTOpHE C配TeMe HapoAnOrOロpOCBeuleH舶B XVIII XIX
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BB･ ToM 2
cTP･ 316

5)ェカテ1)-ナ‡世ほ･ドイツのアル-ト･ツェルプスト公の娘で,ピョ-トル皇太子(-Ⅲ世)

に嫁いだが･女帝エリザヴュータの気紛れな性格と精薄気味で粗暴な夫との不幸な生活の下で孤
独の如こ過ごし読書に多くの時間を費やしたo ヴェ･ク.)ユチエフスキーは, ｢不幸と孤独が彼
女の教師であったo迫害は･怒抗の感情と啓蒙主義的懐向の哲学の自由主義的思想への共感を育

てた｡+と書いている｡

6)ヴュツコイほ･ 『両性の若者の教育むこついての一般的制度』を,ミレルほ,『公衆学校の制度の
制度のための若干の考察』を振出した○またモスクワ大学教授デイリティも計画案を出し,それ

をもとに｢一般的教育改革草案作成の特別委員会+が構成され, 1766年に『ギムナジヤ,あるい
ほ国営学校の一般的計画』案を政府に提出した｡しかし認可されなかった.

7)全国から･政府諸機関･貴族階層･都市住民,国有地自由農民やコサツ'クなどそれぞれの選出

代議員456名が召集された｡

8) 20章655轟から成るが･その大半がモンテスキューの『法の精神』とペッカリヤの『罪と罰』

からの借用で,独創性に乏しいといわれる｡

9)マーク･スローニム 池田健太郎訳 ロシア文学史 新潮社1976 42真

10) 6･ Kannaub tlTO C-ana EKaTePEHa II jLnE/
･pyCKOTO

BapOAHOrO nPOCBeLqeHH兄XyPH･
≪BecTnHt(Bocm-冗舶≫ 1896 No. 8 cTp. 129

ll) Ta出光e CTP. 130

12) Ta出Ⅹe CTp. 142

13)ゴー])キー 山村房次訳 ロシヤ文学史 五月書房1952 62貢

14)クリュチエフスキーは, ｢自分の『訓令』によってエカテリーナは,ロシアにとって目新しい

かっただけでなく西欧の政治生活でも完全に消化されていなかった多くの理念を,すこぶる制限
された形ではあったが･ pシアに取り入れた.ただしその理念を具体化すること,それによって
ロシアの国家制度を再建することを急がなかった｡+と指摘している｡

15) B･0･ク7)ユチエフスキー 八重樫僑任訳 ロシア史講話5 恒文社1983 212貢

16)ニコライ･イヴァノゲィチ･ノダィコフは･中洗貴族の家に生まれ,モスクワ大学附属ギムナ

ジャに入学した(1755)が,卒業直前に退学し(1760),イズマイオロスキー近衛連隊に勤務し

た｡新法典編纂委員会の召集とともにその書記官に任じられた｡

17) TaM Xe llTO CAenaJla EKaTerH=a II･･･ cTp･ 151

18) HcTOpE兄AOIBKO瓜HO虎口eAarOr瓜H B POCCHH XpecTOMaT耶mOCKBa 1976 cTp･ 38

19) TaM Xe LITO CAeJla且a EKaTepHEa II- cTp. 155

20) nob peA･ H･ KoHCTa-HOB OqepEH nO HCTOPHH naqa瓜=OrO O6pa30BaHH兄B Pocc班H
州ocKBa 1953 cTP･ 55

21)

22)

23)

24)

25)

26)

27)

Ta姐Xe LITO CAeJlana EKaTepEHa II･･･ cTp･.152

H･ NlapThmOB KHHrOH3AaTe瓜HHKOJla貞HoB招くOB州oc鑑Ba 1981 cTP･ 13

nob PeA･ A･ 3ar7aAOBa HcTOPHE PyccKO免ⅩypzlaJmCTHKH XVIIトXIX BB.州ocKBa 1963
TaM Xe CTp. 44

TaM Xe CTP･ 50

TaM Xe CTp･ 51

r･州a旺OrOHH可e曲o HHKOJIa色HoB孤OBオPyCCEOe
rlPOCBeLLIeHHe XVIII BeKa MocKBa

19.r:)iCTB. 152-153

28) Pen B･ Kyne皿OBa PyCCKaE nWrepaTyPEa兄叩Wr月Ka XVIII BeKa MOCKBa 1978 cTp･ 152-

153

29) TaM Xe鮎TOp朋PyccKO免xypHannCTHEE･･･ CTp･ 52

30) TaM Xe Pycc荘aE
JIHTepaTyPHaE KPnTB旺a･･･ CTP･ 153

31) 『精霊の郵便局』のエフ･エミンは･ 『一切合切』が｢公平な事柄+を｢不道徳なもの+と呼ん

でいることを非難し･こうしたやり方は｢永久に何かが覆い隠されたままでいることほできない

ことを知りなさい｡そのものほいつの日にかあなたの栄光の政治をも食いつくしてしまうのです｡
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あなたの政治の白粉と紅がほがれてしまったとき,あなたがたの目論みの事実すべてが明らかに

なってしまいます｡+と批判した｡

32) TaはXe I4cTOPHSI PyccKO色Ⅹypna皿CTFIKH･･･ CTP･ 43

33) TaM Xe HHF(OJla丘HoBHKOB ” pyCCKOe rIPOCBeuletIEe･･･ CTp1 167

34) TaM Xe

35) Tah4 Ⅹe

36) noA Pen. 6ecKPOBtIOrO XpecTOMaTH見IIO HCTOPH免CCCP
XVIII B･ MOC江Ba 1963 cTp･ 604

｢べズラスス-ドは,農民たちは人間ではなくて農民であるという見解に病んでいた.彼にとっ

て農民たちは,農奴で,彼の奴隷であるということである｡ -償はいつも思っている｡私ほ主人

で,彼らは奴隷である｡従って彼らほどんな困難をも堪え忍んで,昼も夜も働き,決められた年

貢をきちんと納めて私の意志を満足させるためにこの世に生まれているのだ+

37) TaM Xe
CTp･ 607-608

38)実は, ｢父親+のような｢善良なる地主+紘, 『堆蜂』誌の｢新年に新しい幸せ+(1770)に見ら

れ, ｢私ほ,あなたがたの地主があなたがたの父親であって,あなたがたが彼の子供であってほ

しいと願っている+と書いている｡

39)

40)

41)

42)

43)

44)

45)

46)

47)

48)
イ

TaM Xe XpecTOMaT班見rIO HCTOP盛CCCP- cTp･ 612

TaM Xe H. HoBtIKOB H PyCC珪Oe npOCBeuleHHe･･･ CTp･ 198

TaM Xe

Ta姐Ⅹe HcTOPH51 pyCC珪0色ⅩypHaJ7HCTHEH- CTP･ 67

Ta比況e

TaM Xe tlTO CAeJlaJla EKaTePFIHa II･･･ cTp･ 143

前掲書 ロシア史講話5 26真

岡前 36貢

TaM Xe HcTOP出XypHaJmCT批H- CTp･ 69-70

ェヵテt) -ナが1770年に外国qこ自分の啓蒙君主ぶりを誇示するためにロシア語,
ラテン語,ド

ツ語,フランス語で出版させた｡ロシアでは,上記のように一般にほ公開されなかったo

49) Ta姐Ⅹe HHKOJla色HoBHKOB滋pyCCKOe rtPOCBeuleHHe･･･ CTp･ 302

50)一冊の定価はべテルプルクで4.5ルーブル,地方で5ルーブルであったが,講読予約者の多く
が一冊に付き5ルーブルから25ルーブルで買い上げてくれた｡

51) B.知ymnEt1 3a6oTbt PyCCKOrO O6LLl甲TBa
0 tleAOCTaTOqHbIX CTyAenTaX B XVIII Be∑ CTD･

80-87参照｡

52) Tax xe HHKOJla員HoB拙くOB班pyCCt(Oe rIPOCBelqeIIHe･･･ CTp･ 314-360

53)

54)

55)

56)

57)

58)

ニコライ･ヴュルジャエフ 田口貞夫訳 ロシア思想史 べりかん社 昭和49 22京

赤間剛 フ1)-メーソソの秘密 三一書房1983 49貢

TaM Xe IくH肝OH3AaTenh HHKOJ[a色HoBtlEOB･･･ CTP1 35

Ta姐Ⅹe HHKOJla免HoBHKOB H PyCCEOe rlPOCBe叫eⅠlEe･･.CTp1
299

Ta川 Xe CTp･ 310

そこでほ,人間は｢神の創造物であり,神の支配の臣民+であり, ｢忠良な奴隷の如く隷従す

ること+が人間の義務であることが繰り返された｡ ｢我々は,キ1)スト教徒であるがゆえにキ])

ストの奴隷である｡それゆえ,支配者が奴隷に命じたことのすべての義務を果たさねばならぬよ
うに,我々も我々の義務を最大限に遂行しなければならない+とした｡そして｢自分自身を認識

した人間に,神意によって彼が占める甘こふさわしい官位や身分をかなえさせてくれる+のであり
｢どんな役割を演じるべきかほ,我々に任されているのではなく,神意に依っている+のである
とした｡

59) TaM Xe Hut(OJlaH HoBFIKOB ” pyCCKOe rlPOCBeLue11He･･･ CTp･ 316-322

60) TaM Xe CTP･ 322

61) TaM米e CTp. 326

62) TaM Xe CTp･ 356
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63) TaM Xe

64) H･ TpyluHH O6LqeCTBeHHO･neAarOr耶eCKa兄月eETe瓜HOCTb =･ =･ =oBHKOBa )Kyp=･ ≪CoBe-
TCKaE IleAarOrHEa≫ 1956 Not 6 cTp, 77

65)

66)

67)

68)
ⅩⅤⅠⅠIB･ CTp. 168

Tax Xe H艦OJla色HoBHKOB H PyCCKOe rlPOCBelぺeHEe･･･ CTp･ 508

TaM光e CTP. 509

TaM Xe CTp. 460

noA
Pe月･ M･ ua6aeBa OqepKH ECTOPH且ⅢKOh- neAarOrHqeCEO免MtJCn凹HapOAOB CCCP

69) TaM Xe

70) Tah4 Ⅹe

71) TaM Xe

72) Tab Xe

73) TaM Xe

74) TaM Xe

75) TaM )Ee

76) TaM Xe

06qecTBe=HO･ⅢeAarOr耶eCKa見Ae兄TeJlbBOCTb-
CTp1 71

CTp･ 73

HHf(J7a色HoBHKOB A pyCCKOe r7POCBelぺeBHe･･･ CTP･ 303

cTp･ 302

06LLleCTBeHHO･rleAarOrHqeCKa兄AeETeJ7bBOCTb･･･ CTP･ 73

77) TaM Xe OqepKE HCTOPHH IJIKOJ7b”- CTP. 146

78) 1775年の県行政改革で慈善,保育･教育はすベて各県に設置される慈恵院の管理下に置かれる

ことになったo

79)当時は寄宿施設を有する学校という意味で･ノダイコフの学校や外国人経営の女学校の大半が

そうであり,学校を一般軒こ指していた.

80) TaM光e OqepEH HCTOPEE LuKOmm- CTP･ 148

81) Ta出Xe CTP. 91

82) TaM Xe O6uleCTBenHO･neAarOr耶eCKa兄AeETeJlhHOCTb- CTp･ 77

83) TaM Xe CTP. 76

84) TaM光e CTp. 77

85) TaM Xe HHKOna点HoBHKOB E PyCCEOe nPOCBeLJleBEe- CTP･ 490

86) HI LlyBalJleB HoB皿OB H･ H･野PH･ ≪C00eTCKa兄neAarOr批a》 1944 No･ 5-6 cTP･ 35

87) nob Pe且･ r･抽KOrOmqeEKO H･･ H･ =oB批OB ” O6uleCTBeHHO一皿yePaTyPHOe ABHXeHHe

ro BPeMeHH neHHHrPaA 1976 cTP･ 112

TaM Xe

TaM Xe

TaM Xe

TaM Xe

TaM Xe

e

)

)

)

)

)

)

88〕

89)

90)

91)

92)

93)
I

94)

95)

96)

97)

98)

99)

HHKOJla丘HoBHKOB H pyCCKOe rIPOCBeLqeHHe･･･ CTP･ 279
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